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九
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海

上
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通

の

a性

格

の

桐

野

彦

手1]

一
、
は
し
が
き

幕
末
開
港
以
前
の
わ
が
国
の
対
外
交
通
は
、
そ
の
発
航
地
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
ほ
と
ん
ど
九
州
を
基
地
と
し
て
渡
海
し
た
。
と
の
九

州
か
ら
の
航
路
は
、
遣
唐
使
の
場
合
に
見
ら
れ
る
三
航
路
で
代
表
さ
れ
る
。

第
一
は
北
九
州
を
基
地
と
し
て
、
朝
鮮
沿
岸
を
経
て
中
国
に
達
す
る
北
路
、
次
は
北
九
州
か
ら
五
島
を
経
て
、

一
気
に
中
固
に
渡
る
南

路
、
第
三
は
薩
摩
を
基
地
に
南
西
諸
島
を
経
て
、
中
国
に
渡
る
南
島
路
で
あ
る
。
以
下
こ
の
①
北
路
、
南
路
、
南
島
路
の
三
名
称
を
用
い

南九州の海上交通の性格

る
こ
と
と
す
る
。

幕
末
ま
で
の
@
わ
が
対
外
航
路
は
、
中
国
や
朝
鮮
は
勿
論
、
南
海
や
欧
人
と
の
交
通
も
、
時
代
に
よ
っ
て
各
路
の
基
地
や
航
路
等
に
若

千
の
相
違
は
あ
る
が
、
概
ね
と
の
三
路
の
何
れ
か
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
先
ず
最
初
に
利
用
さ
れ
た
の
は
北
路
で
、
古
く
か
ら
初
期
遣
唐

使
ま
で
は
(
朝
鮮
、
中
国
南
朝
、
陪
唐
等
)
こ
れ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

元、

明
、
清
、
南
海
、
欧
人
等
)
主
に
南
路
経
由
で
交
通

遣
唐
使
の
後
期
か
ら
幕
末
ま
で
は
、
朝
鮮
を
除
い
て
(
唐
、

五
代
、

宋、
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し
た
。か

く
し
て
北
九
州
は
、
古
代
以
来
一
貫
し
て
対
外
交
通
の
基
地
と
な
り
、
北
九
州
各
港
は
繁
栄
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
南
九
州
は
ど
う
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で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

南
九
州
は
日
本
の
南
端
に
あ
っ
て
古
来
文
化
地
域
に
遠
く
、
何
れ
の
時
代
も
そ
の
文
化
は
非
常
に
お
く
れ
て
い
た
。
し
か
し
や
や
先
進

的
な
も
の
を
求
め
る
な
ら
ば
、
北
九
州
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
対
外
的
な
通
商
、
交
通
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

t
l
l』
l
是
官
使
線
路
主
官
事
岩
v

l
;
1
1
朱
印
船
航
路
{
岩
笠
威
二

に
は
、

一
つ
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
様
に
思
う
。

ホ
U
ヲ

Q

。

ぅ
。
こ
れ
は
勿
論
、
南
島
路
交
通
の
活
動
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
南
九
州
の
大
陸
や
南
海
に
対
す
る
す
ぐ
れ
た
位
置
を
、
近

畿
、
瀬
戸
内
、
北
九
州
等
の
商
人
ゃ
、
こ
こ
に
勢
力
を
持
っ
た
島

津
等
が
利
用
し
た
も
の
で
、
そ
の
位
置
を
利
用
す
る
も
の
の
力

ゃ
、
近
隣
諸
国
の
政
治
経
済
情
勢
の
如
何
に
よ
っ
て
、
特
色
が
出

道居捷呆印飴航路

て
く
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
ど
の
時
代
に
も
共
通
す
る
こ
と
は
、
南
九
州
は
ヒ
ン
タ

ー
ラ
ン
ド
が
な
い
た
め
、

そ
の
海
上
交
通
は
寄
港
地
か
、
仲
継
貿

易
地
と
し
て
の
意
義
し
か
な
く
、
南
九
州
自
体
の
経
済
文
化
の
基

礎
の
上
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
南
九
州
の
海
上
交
通
を
史
的
に
展
望
す
る
時
、
そ
こ

こ
の
性
格
を
明
治
以
前
に
つ
い
て
見
ょ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で



ニ
、
古
代
か
ら
中
世

薩
摩
の
港
が
歴
史
上
に
浮
び
上
る
の
は
、
遣
唐
使
が
北
路
か
ら
南
島
路
に
変
り
、
南
九
州
の
港
が
利
用
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
c

し
か
し
@
こ
の
航
路
は
距
離
が
長
く
、
危
険
が
多
い
た
め
、
そ
の
利
用
は
数
回
に
過
ぎ
ず
、
間
も
な
く
廃
止
さ
れ
、
後
期
の
遣
唐
船

は
主
に
南
路
を
経
由
し
た
。
従
っ
て
南
島
路
経
由
の
遣
唐
船
は
特
殊
な
場
合
と
考
え
て
よ
い
。

遣
唐
使
以
後
、
南
九
州
の
港
は
な
が
く
冬
眠
状
態
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
全
国
的
に
重
要
性
を
も
っ
て
来
る
の
は
、
室
町
時
代
に
明
や

南
海
と
の
交
通
貿
易
が
聞
け
て
か
ら
で
あ
る
。

室
町
時
代
の
対
明
貿
易
は
、
主
に
勘
合
船
で
瀬
戸
内
1

北
九
州

l
五
島

l
寧
波
の
娘
、
即
ち
宵
路
経
由
で
行
わ
れ
、
幕
府
、
大
内
、
細

川
等
が
盛
ん
に
活
動
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、

た
だ
二
つ
の
方
法
で
い
く
ら
か
関
係
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
つ
は
幕
府
や

@
島
津
は
一
回
の
勘
合
船
も
出
さ
ず
、

南九州の海上交通の性格

大
名
船
に
そ
の
貿
易
品
と
し
て
、
硫
黄
等
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
り
、
他
は
勘
合
船
の
警
護
で
あ
る
。
勘
合
貿
易
後
期
に
は
、
大
内
、
細

川
の
抗
争
が
激
し
く
な
っ
た
の
で
、
細
川
船
は
大
内
を
避
け
て
、
堺
か
ら
土
佐
沖
を
経
て
薩
摩
か
ら
、
南
島
路
経
由
で
渡
航
ま
た
は
帰
航

し
た
。
こ
の
た
め
坊
之
津
や
種
子
島
が
重
要
性
を
帯
び
、
ま
た
こ
の
航
海
は
島
津
の
警
護
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
南
九
州
の

地
位
は
や
や
向
上
し
た
が
、
こ
の
航
路
は
前
記
の
如
く
、

日
数
が
多
く
か
か
り
、
危
険
率
が
高
い
の
で
、
そ
の
利
用
は
往
航
、
帰
航
合
せ

て
五
回
に
過
ぎ
ず
、
遣
唐
使
同
様
、
特
殊
な
場
合
と
考
え
て
よ
い
。
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ま
た
明
に
対
し
て
は
前
、
後
二
期
に
わ
た
っ
て
、
倭
冠
の
活
動
が
激
し
か
っ
た
。
前
期
倭
冠
は
朝
鮮
や
中
国
沿
岸
を
荒
し
た
が
、
そ
の

倭
冠
の
出
身
地
は
北
九
州
や
瀬
戸
内
で
、
薩
摩
か
ら
は
殆
ん
ど
出
て
い
な
い
。
薩
摩
の
倭
窟
が
活
動
す
る
の
は
、
後
期
に
な
っ
て
か
ら
で
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あ
る
。以

上
の
如
く
、
古
代
か
ら
中
世
へ
か
け
て
の
渡
海
は
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
勿
論
、
遣
唐
船
、
勘
合
船
、
前
期
倭
冠
等
そ
の
発
航
地
が
ど

こ
で
あ
ろ
う
と
、
最
後
は
北
九
州
か
ら
渡
海
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
ま
た
先
方
か
ら
も
北
九
州
へ
来
航
し
た
か
ら
、
北
九
州
は
大
陸

と
の
往
来
で
に
ぎ
わ
っ
た
が
、
南
九
州
は
ま
だ
と
る
に
足
り
な
い
。
そ
れ
は
日
本
か
ら
出
か
け
る
目
的
地
が
、
遣
唐
使
は
長
安
、
勘
合
船

は
北
京
、
倭
冠
は
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
沿
岸
と
い
う
風
に
、
朝
鮮
及
び
中
国
北
部
に
あ
っ
た
か
ら
で
、
目
的
地
が
朝
鮮
や
中
国
北
部
に
あ

る
聞
は
、
北
九
州
の
位
置
は
独
占
的
に
よ
く
、

さ
ら
に
北
九
州
は
そ
の
背
後
に
瀬
戸
内
、
近
畿
等
の
わ
が
国
の
最
先
進
地
域
を
控
え
、
す

べ
て
の
条
件
が
揃
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
南
九
州
は
位
置
に
も
後
背
地
に
も
恵
ま
れ
ず
、
発
展
の
基
礎
を
欠
い
て
い
た
の
で
そ
の
活
動
は

特
殊
な
場
合
で
あ
っ
た
と
芳
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

、
中
世
か
ら
近
世
初
期

し
か
し
時
代
が
下
る
と
、
琉
球
貿
易
、
明
商
の
来
航
、
後
期
倭
冠
、
欧
入
の
来
航
、
朱
印
船
貿
易
等
の
如
く
、
わ
が
国
と
の
交
渉
関
係

地
が
南
下
す
る
の
で
、
南
九
州
の
位
置
は
有
力
と
な
り
、
畿
内
等
の
先
進
地
域
の
商
人
が
寄
港
地
と
し
て
利
用
し
た
り
、
ま
た
こ
こ
に
島

津
の
如
き
強
力
な
政
権
が
で
き
る
と
、

そ
れ
が
交
通
貿
易
を
始
め
る
の
で
、
南
九
州
の
地
位
は
従
来
の
特
殊
な
場
合
よ
り
一
歩
前
進
し
て

く
る
。そ

れ
は
先
ず
@
琉
球
と
の
貿
易
に
あ
ら
わ
れ
る
。
琉
球
は
一
三
七
二
年
か
ら
中
国
に
入
貢
し
、

一
四
一
四
年
か
ら
は
日
本
と
も
交
通
し

た
が
、
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
の
中
頃
ま
で
、
即
ち
日
明
の
勘
合
貿
易
が
行
わ
れ
た
頃
は
、

日
本
、
朝
鮮
、
中
国
、
南
海
と
の
間
に
あ

っ
て
、
盛
ん
に
仲
継
貿
易
を
行
い
そ
の
利
益
を
ろ
う
断
し
て
い
た
c

日
本
と
の
貿
易
は
そ
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
が
、

日
本
と
の
交
渉
が
始



ま
れ
ば
、
南
九
州
が
何
か
に
つ
け
有
利
と
な
る
の
は
論
を
ま
た
な
い
。
先
ず
一
四
四
一
年
幕
府
は
島
津
に
琉
球
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
は

琉
球
の
関
知
し
な
い
と
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
島
津
の
南
海
貿
易
に
優
位
を
し
め
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

琉
球
は
一
四
一
四
年
以
後
、
室
町
幕
府
に
南
海
の
産
物
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
日
本
の
重
要
な
勘
合
貿
易
品
で
あ
っ
た
が
、
応
仁
の
乱

後
瀬
戸
内
の
海
賊
を
恐
れ
て
来
な
く
な
っ
た
の
で
、
堺
の
商
人
等
は
自
ら
琉
球
に
赴
く
様
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
文
明
三
年
(
一
四

七
一
年
)
島
津
に
幕
府
の
印
判
な
き
船
は
民
す
様
命
じ
て
い
る
。
し
か
し
幕
府
は
漸
時
衰
え
、
島
津
は
力
を
増
し
て
く
る
の
で
、
琉
球
貿

易
は
島
津
が
独
占
す
る
様
に
な
る
。

か
く
て
永
正
五
年
(
一
五

C
八
年
)
島
津
は
琉
球
に
警
を
送
り
、

@
自
今
以
後
不
レ
帯
一
一
我
印
判
一
往

来
商
人
等
、

一
々
令
ニ
点
検
一
之
、
無
ニ
其
支
証
一
輩
者
、
船
財
等
悉
可
レ
為
一
一
貴
国
公
用
「
伏
希
、
此
一
件
無
一
一
相
違
一
永
々
修
ニ
隣
好
一
而
自
他

全
ニ
国
家
一
者
也

と
言
い
琉
球
貿
易
を
独
占
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
南
海
貿
易
最
盛
期
の
琉
球
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
島
津
の
力

は
ま
だ
十
分
で
な
い
。
と
は
言
っ
て
も
、
島
津
と
琉
球
と
の
交
通
通
商
は
相
当
盛
ん
で
、
島
津
の
他
、
種
子
島
、
繭
寝
、
相
良
、
大
内
等

も
琉
球
と
交
易
し
た
が
、
島
津
は
こ
れ
に
⑦
朱
印
状
を
与
え
、

そ
れ
を
認
可
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
五
七
二
年
三
州
を
統
一

南九州の海上交通の性格

し

一
六

O
九
年
琉
球
征
服
を
行
う
に
至
っ
て
、
琉
球
に
対
す
る
島
津
の
力
は
決
定
的
と
な
り
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
、
琉
球
貿
易
を
独

占
し
た
。

勘
合
貿
易
の
末
期
(
十
六
世
期
中
頃
)
に
な
る
と
、
明
も
衰
え
、
そ
の
海
禁
を
破
っ
て
撞
州
を
中
心
に
明
商
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
c

そ
の
た
め
日
本
へ
の
来
航
も
多
く
な
っ
た
が
、
南
島
路
経
由
で
薩
摩
の
坊
之
津
、
川
内
、
久
志
、
秋
目
、
片
浦
、
阿
久
根
、
鹿
児
島
等
へ

も
盛
ん
に
来
て
、
取
引
を
行
っ
た
。
中
で
も
坊
之
津
は
段
盛
を
き
わ
め
、
日
本
三
津
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
様
に
な
り
、
平
戸
等
と
共
に
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明
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
。
し
か
し
後
期
倭
冠
の
出
現
に
よ
っ
て
明
船
は
あ
ま
り
来
な
く
な
っ
た
。

後
期
倭
冠
は
そ
の
活
動
地
域
が
、
東
支
那
海
や
南
海
方
面
で
、
前
期
倭
窟
よ
り
南
に
移
っ
た
の
で
、
薩
摩
は
肥
前
等
と
共
に
そ
の
有
力
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な
根
拠
地
と
な
っ
た
。

@
薩
摩
の
倭
冠
は
、
南
九
州
の
各
港
か
ら
南
島
路
経
由
で
江
南
、
広
東
、
福
州
方
面
に
盛
ん
に
活
動
し
、
噴
霧
海
図

編
に
は
薩
摩
の
港
が
十
一
二
、

日
本
一
鑑
に
は
二
四
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

倭
冠
も
間
も
な
く
鎮
圧
さ
れ
、

日
中
貿
易
が
杜
絶
状
態
に
な
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
そ
の
役
を
つ
と
め
る
様
に
な
る
乞
九
州
の
大
名
は

こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
歓
迎
し
た
が
、

そ
の
初
期
に
は
薩
摩
へ
の
来
航
が
断
然
多
く
、

⑨
天
文
十
一
年
(
一
五
回
二
年
)
種
子
島
漂
着
以
来
元

亀
元
年
(
一
五
七

O
年
)
ま
で
の
聞
に
薩
摩
の
山
川
、
阿
久
根
、
京
泊
、
坊
泊
等
へ
入
港
し
た
ポ
船
は
十
八
般
の
多
き
を
数
え
た
。
こ
れ

ら
は
南
島
路
経
由
で
来
た
こ
と
は
一
一
=
口
う
ま
で
も
な
い
が
、
後
に
は
長
崎
に
集
中
し
た
の
で
、
南
路
経
由
が
彼
等
の
来
航
路
と
な
っ
た
。
続

い
て
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
英
国
等
が
来
航
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
南
路
経
由
で
平
戸
で
貿
易
し
た
の
で
、
南
九
州
に
は
大
き
な
影
響
は

な
く

た
だ
樟
脳
等
が
そ
の
貿
易
品
と
し
て
、
南
九
州
か
ら
提
供
さ
れ
た
。

欧
人
が
日
本
に
来
航
し
た
頃
、

日
本
人
も
ま
た
南
海
方
面
に
活
動
し
た
。
こ
れ
が
朱
印
船
貿
易
で
あ
る
。

岩
生
成
一
氏
の
「
朱
印
船
貿
易
史
」
に
よ
れ
ば
、
判
明
し
て
い
る
朱
印
貿
易
家
五
八
人
の
う
ち
、
堺
、
京
等
の
近
畿
出
身
者
が
二
四
人
、

九
州
出
身
者
が
三

O
人
あ
る
。
ま
た
長
崎
、
平
戸
、
京
、
堺
、
大
坂
出
身
者
が
五
八
人
中
四
一
人
を
し
め
て
い
る
の
で
、
朱
印
貿
易
家
は

近
畿
か
ら
北
九
州
ま
で
の
先
進
地
域
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
薩
摩
か
ら
は
島
津
、
大
迫
吉
之
丞
二
人
で
、
派
船
田

数
は
両
者
合
せ
て
四
回
で
あ
る
。
朱
印
船
の
航
路
は
右
書
に
よ
れ
ば
、
五
島
に
は
寄
ら
な
い
が
、
長
崎
か
ら
大
体
南
路
経
由
で
中
国
沿
岸

に
達
し
、
そ
れ
か
ら
南
下
し
て
い
る
。
(
ル
ソ
ン
へ
赴
く
も
の
は
南
路
の
途
中
か
ら
南
下
し
て
い
る
)
。
大
部
分
の
朱
印
船
は
、
こ
の
南
路

に
よ
っ
た
が
、
薩
摩
の
朱
印
船
は
勿
論
南
島
路
経
由
で
南
下
し
、
他
領
の
若
干
の
船
も
領
内
秋
目
等
に
寄
港
し
て
、
南
島
路
経
由
で
渡
海

し
た
。
こ
の
場
合
は
地
理
的
関
係
か
ら
ル
ソ
ン
へ
行
く
も
の
が
多
か
っ
た
様
で
あ
る
。

斯
様
に
薩
摩
を
基
地
と
し
て
、
南
海
特
に
ル
ソ
ン
へ
行
っ
た
船
は
相
当
あ
っ
た
が
、
南
海
か
ら
も
ル
ソ
ン
、

カ
ン
ボ
ヲ
ア
等
の
船
が
可



成
来
杭
し
た
。
天
文
の
末
瞳
摩
に
来
た
明
の
海
商
許
予
及
び
史
世
用
の
文
禄
三
年
の
報
告
に
は
⑬
「
薩
摩
は
各
処
船
隻
の
慣
泊
す
る
地
に

し
て
、
此
地
よ
り
発
し
て
呂
宋
に
赴
く
船
あ
り
交
祉
船
三
隻
、
東
浦
案
船
一
隻
、
逼
羅
船
一
隻
、
仏
郎
機
船
二
隻
等
回
集
し
て
興
販
出
没

し
て
こ
と
を
咽
喉
と
な
す
」
と
あ
る
ご
当
時
の
薩
摩
の
状
況
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
じ

以
上
の
様
に
、

日
本
と
外
国
と
の
交
渉
地
が
、
朝
鮮
、
遣
惰
唐
使
、
勘
合
貿
易
、
前
期
倭
題
等
の
如
く
、
朝
鮮
や
華
北
に
あ
っ
た
時
代

か
ら
琉
球
貿
易
、
明
商
の
来
航
、
後
期
倭
冠
、
欧
人
の
来
航
、
朱
印
貿
易
、
南
海
人
の
来
航
等
の
如
く
華
南
、
南
海
方
面
に
移
っ
て
く
る

と
、
南
九
州
は
日
本
か
ら
の
出
航
や
、
先
方
か
ら
の
来
航
に
好
都
合
の
位
置
と
な
り
、
交
通
通
商
上
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
。
し
か
し
こ

の
場
合
も
わ
が
閏
の
対
外
交
通
は
、
北
九
州
を
基
地
と
す
る
南
路
経
由
が
は
る
か
に
重
要
で
、
こ
の
期
に
及
ん
で
南
九
州
が
重
要
性
を
増

し
た
と
云
ロ
っ
て
も
、

そ
れ
は
到
底
北
九
州
の
比
で
は
な
か
っ
た
。
北
九
州
は
渡
航
の
目
的
地
が
、
朝
鮮
や
華
北
で
あ
ろ
う
と
華
南
で
あ
ろ

う
と
、
ま
た
南
海
方
面
で
あ
ろ
う
と
、
北
路
や
南
路
経
由
で
最
も
能
率
的
に
渡
航
で
き
る
位
置
に
あ
り
、

し
か
も
背
後
に
瀬
戸
内
、
近
畿

南九州、lの海上交通の性格

等
を
控
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
条
件
は
き
わ
め
て
優
れ
て
い
る
。
北
九
州
の
こ
の
擾
位
性
は
、
幕
末
の
開
港
に
至
る
ま
で
ゆ
る
ぎ
な
い
も

そ
れ
は
北
九
州
の
お
こ
ぼ
れ
を
頂
戴
す
る
程
度
で
あ
っ
た
と
言
九
て

の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
南
九
州
が
重
要
性
を
帯
び
た
場
合
で
も
、

，、、。

巴

C

、hu
・

回
、
鎖
国
か
ら
幕
末

寛
永
の
鎖
国
以
来
、
わ
が
対
外
貿
易
は
長
崎
で
中
国
と
オ
ラ
ン
ダ
の
み
に
許
さ
れ
た
。
こ
れ
は
勿
論
南
路
経
由
で
長
崎
に
来
航
し
た
が
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薩
摩
も
琉
球
を
仲
介
と
し
て
、
中
国
貿
易
が
許
さ
れ
℃
い
た
。

中
世
末
以
来
、
島
津
の
南
下
体
制
は
ま
ず
ま
ず
強
く
な
り
、
三
州
統
一
を
す
ま
せ
る
と
間
も
な
く
、
慶
長
一
四
年
ご
六

O
九
年
)
遂
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に
琉
球
を
征
服
し
、
そ
の
壬
を
臣
従
せ
し
め
、
諸
政
を
監
視
し
た
。
し
か
し
琉
球
は
中
国
(
明
)

へ
も
隷
属
し
、
そ
の
最
も
重
要
な
入
貢

国
で
あ
っ
た
の
で
、
島
津
が
琉
球
を
征
服
し
た
の
は
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
後
杜
絶
し
た
日
明
貿
易
を
回
復
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
琉
球
王
を
意
の
如
く
動
か
す
必
要
が
あ
り
、
征
服
後
琉
球
主
に
誓
わ
せ
た
@
捉
に

一
、
薩
摩
御
下
知
之
外
唐
之
説
物
可
レ
被
一
一
停
止
一
之
事
(
一
条
)

一
、
従
一
一
薩
州
一
御
判
形
無
レ
之
商
人
不
レ
可
レ
有
ニ
許
容
一
事
(
六
条
)

一
、
従
ニ
琉
球
一
他
国
之
商
船
一
切
被
レ
遣
問
敷
之
事
(
一
三
条
)

等
が
あ
り
、
琉
球
船
は
皆
薩
摩
の
利
益
と
な
る
様
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
琉
球
か
ら
中
国
へ
の
進
貢
船
や
接
貢
船
の
数
は
島
津
が

決
定
し
、

そ
れ
に
必
要
な
資
本
も
島
津
が
調
達
し
た
。
こ
う
し
て
薩
摩
は
琉
球
を
介
し
て
中
国
の
生
糸
、
絹
織
物
等
多
く
の
唐
物
を
輸
入

し
、
京
、
大
坂
等
で
売
捌
い
て
莫
大
な
利
益
を
得
た
。

@
薩
摩
か
ら
琉
球
へ
の
運
航
は
、
藩
の
命
ず
る
御
用
船
で
行
い
、
運
航
の
時
期
は
薩
摩
か
ら
は
夏
一
回
、
琉
球
か
ら
は
春
秋
の
二
回
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
主
に
山
川
発
着
で
あ
っ
た
の
で
、
山
川
も
長
崎
と
共
に
対
外
門
戸
を
な
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

近
世
の
南
九
州
の
海
上
交
通
は
幕
末
の
天
保
の
改
革
以
後
き
わ
め
て
盛
ん
と
な
り
、
そ
の
殿
盛
さ
は
特
筆
に
値
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

島
津
藩
は
三
州
統
一
以
来
失
費
が
多
く
、
近
世
初
頭
か
ら
財
政
困
難
に
陥
り
、
木
曽
川
の
治
水
工
事
は
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
、
宝
暦
四

年
に
は
六
七
万
両
の
借
財
を
か
か
え
た
。
そ
れ
が
文
政
末
年
に
は
五

C
C万
両
の
巨
額
に
達
し
、
落
の
財
政
は
危
機
に
頻
し
た
の
で
、
落

は
調
所
広
郷
を
し
て
大
改
革
を
な
さ
し
め
た
。
こ
れ
が
天
保
の
改
革
で
あ
る
。
こ
の
改
革
は
無
理
に
無
理
を
か
さ
ね
て
遂
に
成
功
し
、
十

年
後
に
は
五

C
C万
両
の
負
債
を
整
理
し
て
、
諸
営
繕
の
用
途
金
二

O
O万
両
の
他
、
藩
庫
に
五

O
万
の
貯
蓄
が
で
き
た
。

こ
の
大
改
革
が
南
九
州
の
海
上
交
通
を
異
常
に
発
展
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



調
所
の
改
革
の
骨
子
は
、
京
大
坂
等
の
負
債
を
二
五

O
年
賦
償
還
と
い
う
ほ
と
ん
ど
踏
倒
し
に
近
い
政
策
を
と
る
と
共
に
、
極
端
な
国

産
の
奨
励
、
大
島
の
砂
糖
専
売
、
琉
球
貿
易
の
振
興
を
は
か
る
に
あ
っ
た
。

先
ず
国
産
の
奨
励
で
あ
る
が
、
商
品
作
物
と
し
て
有
利
な
甘
庶
、
菜
種
子
、
櫨
、
煙
草
、
鰹
節
、
樟
脳
等
を
盛
ん
に
奨
励
し
、
徹
底
し

た
収
奪
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
商
品
作
物
は
南
国
的
特
産
で
、
商
品
価
値
が
高
く
、

@
山
本
弘
文
氏
の
言
え
る
如
く
薩
藩
の
収
入
は
米
よ
り

こ
れ
ら
の
特
産
物
に
よ
る
方
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
薩
藩
は
原
口
虎
雄
氏
の
言
え
る
如
く
⑬
「
近
世
封
建
制
の
極
北
」
で
、

そ
の
商
品
作
物
は
@
「
何
れ
も
強
制
乃
至
半
強
制
耕
作

さ
れ
、
全
余
剰
を
封
建
権
力
の
手
に
収
奪
さ
れ
、
大
坂
蔵
屋
敷
で
直
接
専
売
さ
れ
て
、
領
主
財
政
を
こ
や
す
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
@
「
生

産
者
た
る
百
姓
に
お
い
て
は
商
品
生
産
ど
こ
ろ
か
惨
め
な
強
制
乃
至
半
強
制
が
あ
る
の
み
で
、
経
営
な
る
姿
の
片
鱗
す
ら
も
伺
い
得
な

い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
商
品
作
物
は
@
「
藩
権
力
に
よ
り
、
直
接
に
専
売
過
程
で
吸
収
さ
わ
、
藩
内
市
場
の
拡
大
、
商

業
資
本
の
撞
頭
を
結
果
し
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
ま
で
し
て
収
奪
さ
れ
た
商
品
作
物
が
、
藩
の
手
で
大
坂
方
面
へ
積
み
出
さ
れ
、

南九州の海上交通の性格

野
町
(
在
町
)
の
不
振
を
よ
そ
に
、
領
内
各
港
を
に
ぎ
わ
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

大
島
の
砂
糖
専
売
は
天
保
改
革
の
根
本
を
な
し
た
。
大
島
は
島
津
の
琉
球
征
服
後
、
琉
球
か
ら
は
な
れ
て
落
直
属
と
な
っ
た
が
、
そ
の

翌
年
(
慶
長
一
五
年
)
運
命
の
甘
庶
が
伝
来
し
た
。
藩
が
大
島
糖
業
に
積
極
的
に
干
渉
し
始
め
た
の
は
、
元
禄
十
一
年
以
後
で
延
享
二
年

に
は
貢
米
制
度
を
換
糖
制
度
に
改
め
、
残
余
糖
は
自
由
売
買
を
許
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
天
保
改
革
前
よ
り
、
大
島
と
本
土
の
聞
に
は
砂

糖
を
媒
介
と
し
て
、
交
通
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
づ
た
が
、
天
保
の
改
革
で
砂
糖
は
⑮
「
御
改
革
第
一
の
根
本
」
と
さ
れ
、
藩
が
所
謂
@
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「
砂
糖
惣
買
上
」
即
ち
貢
租
後
の
余
計
糖
(
残
余
糖
)
も
全
部
買
い
上
げ
る
方
策
を
と
る
に
至
っ
て
、
本
土
と
大
島
聞
の
交
通
は
急
に
は

げ
し
く
な
っ
た
。
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そ
の
砂
糖
栽
培
は
湿
回
以
外
は
全
部
甘
荒
畑
と
な
き
し
め
、
男
女
と
も
耕
地
を
割
り
当
て
、
強
制
耕
作
さ
せ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
全
く

島
津
に
よ
る
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
単
一
栽
培
で
あ
っ
た
。

島
民
の
日
用
必
需
品
は
、
そ
の
差
し
出
す
余
計
糖
に
応
じ
て
藩
か
ら
現
物
支
給
さ
れ
、
貨
幣
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
た
。
砂
糖
と
日
用
品

と
の
交
換
比
率
は
、
例
え
ば
米
一
升
に
つ
き
砂
糖
五
斤
(
後
に
三
斤
)
の
割
で
あ
っ
た
が
、
藩
は
大
坂
で
砂
糖
一
斤
を
米
一
升
よ
り
も
、

二
割
位
高
く
売
っ
て
い
る
。
き
れ
ば
申
「
惣
買
入
と
い
う
時
は
島
民
商
売
の
交
易
を
禁
じ
、
諸
税
の
余
り
を
悉
く
諸
品
に
易
へ
て
年
貢
と

同
じ
く
上
に
奉
る
。
是
れ
人
君
民
の
利
を
禽
る
に
似
た
り
、
恥
づ
ぺ
き
に
あ
ら
ず
や
」
と
い
わ
れ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

こ
う
し
て
生
産
、
収
奪
し
た
大
島
の
砂
糖
を
中
心
に
、
大
島
と
鹿
児
島
、
鹿
児
島
と
大
坂
聞
の
交
通
が
繁
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

同
僚
の
郡
山
良
光
氏
は
「
薩
藩
に
は
他
の
大
名
が
持
ち
得
な
か
っ
た
近
代
的
な
も
の
が
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
島
と
い
う
植
民
地
を

持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
確
に
そ
う
で
、
島
津
は
大
島
を
島
民
会
)
不
自
由
労
働
者
と
す
る
栽
培
植
民
地
と

し
て
、
収
奪
の
限
り
を
つ
く
し
た
の
で
あ
る
。
本
土
に
対
し
て
は
最
も
お
く
れ
た
封
建
的
方
法
で
、
大
島
に
対
し
て
は
近
代
的
ら
し
い
方

法
で
収
奪
し
た
物
資
を
媒
介
と
し
て
、
南
九
州
の
海
上
交
通
は
盛
大
へ
向
っ
て
ゆ
く
。

琉
球
貿
易
は
貞
享
以
後
、
幕
府
が
金
銀
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
長
崎
貿
易
と
共
に
琉
球
貿
易
も
制
限
さ
れ
、
天
保
の
改
革
の
頃
は
強
く

制
限
を
受
け
て
い
た
。

か
く
て
海
老
原
清
燃
は
琉
球
貿
易
は
潤
益
が
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
藩
は
天
保
の
改
革
に
際
し
⑬
「
薩
摩
に
於
て
は
琉

球
の
支
那
貿
易
を
制
限
せ
ら
れ
て
は
、
到
底
国
を
維
持
す
る
事
能
ば
ざ
る
を
思
い
、
気
候
風
土
の
砂
糖
に
適
せ
る
よ
り
し
て
、
砂
糖
の
産

出
を
奨
励
し
、
天
保
二
年
よ
り
は
、
琉
球
納
米
八
六
六
四
石
の
中
、
米
納
を
二
八

C
O石
と
し
て
、
そ
の
他
を
砂
糖
七
五
万
斤
に
て
代
納

せ
し
め
、
余
は
悉
く
之
を
買
い
占
め
て

一
手
販
売
と
な
し
:
:
:
」
と
あ
る
如
く
対
琉
球
政
策
の
変
換
を
行
っ
た
。
し
か
し
琉
球
貿
易
は



公
的
な
も
の
は
、
海
老
原
の
言
の
如
く
潤
益
な
き
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
密
貿
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
利
益
が
莫

大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
と
は
、
諸
家
の
見
解
が
一
致
し
て
い
る
c

以
上
述
べ
た
国
内
商
品
作
物
、
大
島
の
砂
糖
、
琉
球
と
の
貿
易
品
を
、
落
は
御
用
船
で
運
び
大
坂
等
で
売
り
捌
い
た
。
大
島
に
対
し
て

は
@
「
三
島
方
御
用
船
」
が
あ
り
、
文
政
時
に
は
働
「
本
年
拝
借
為
致
造
立
い
た
し
当
分
は
右
御
用
船
拾
余
般
ニ
相
成
都
市
拾
八
反
帆
ニ
而

島
上
下
早
仕
過
励
侯
付
」
と
あ
る
如
く
、
三
島
方
御
用
船
は
十
余
般
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
御
用
船
が
三
島
に
赴
き
砂
糖
を
積
ん
で
く
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
仕
事
は
御
用
商
人
を
し
て
行
わ
し
め
た
。

グ
御
用
商
人
に
は
指
宿
、
阿
久
根
、
山
川
、
波
見
等
の
著
名
港
の
大
商
人
が

選
ば
れ
た
。
最
も
有
名
な
の
は
指
宿
の
浜
崎
太
平
次
で
あ
る
。
琉
球
貿
易
に
も
こ
れ
ら
三
島
方
御
用
船
が
活
動
し
た
様
で
あ
り
、
園
内
商

品
作
物
の
搬
出
も
こ
れ
ら
の
御
用
船
や
、
そ
の
他
の
御
用
船
で
運
ば
れ
、
藩
内
各
港
は
非
常
な
に
ぎ
わ
い
を
呈
す
る
が
、
密
貿
易
の
繁
昌

は
さ
ら
に
こ
れ
に
殿
盛
さ
を
加
え
た
。

南九州の海上交通の性格

密
貿
易
は
琉
球
貿
易
禁
制
品
の
転
入
も
あ
っ
た
が
、
沿
岸
来
航
の
唐
船
と
の
貿
易
が
主
で
あ
っ
た
。
元
禄
以
後
長
崎
貿
易
が
制
限
さ
れ

る
と
、
密
貿
易
が
自
然
多
く
な
り
、

そ
れ
は
薩
摩
に
も
及
ん
だ
。

。
「
近
頃
薩
州
辺
密
売
多
く
同
国
島
々
等
に
漂
着
之
唐
船
ニ
モ
疑
敷
筋

有
之
鹿
児
島
辺
江
唐
物
仕
入
ニ
罷
候
者
も
有
之
井
長
崎
表
交
易
交
リ
物
ニ
可
ニ
相
成
一
松
前
産
之
俵
物
薩
州
江
抜
ケ
候
儀
も
有
之
哉
ニ
相

関
・
:
・
:
」
と
い
う
如
き
状
態
で
、
そ
の
取
締
に
つ
い
て
幕
府
か
ら
し
ば
し
ば
警
告
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
藩
も
厳
戒
に
つ
と
め
た
が
、
天

保
改
革
以
後
は
藩
自
ら
密
貿
易
を
行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
指
宿
の
浜
崎
太
平
次
、
阿
久
根
の
折
田
恒
右
衛
門
、
河
南
源
七
、
丹
室
正
右
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衛
門
、
志
布
志
の
中
山
宗
五
郎
等
は
、
密
貿
易
家
と
し
て
有
名
で
、
彼
等
は
一
一
回
落
の
御
用
商
人
と
し
て
、
琉
球
、
大
島
、
本
土
内
の
商

品
を
大
坂
等
へ
運
び
、
運
賃
稼
ぎ
を
す
る
と
共
に
、
他
面
密
貿
易
今
一
盛
ん
に
行
い
巨
利
を
博
し
た
。
調
所
は
密
貿
易
の
発
覚
で
自
殺
し
た
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と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
阿
久
根
、
京
泊
、
片
浦
、
秋
目
、
久
志
、
坊
之
津
、
山
川
、
内
ノ
浦
、
志
布
志
等
藩
内
の
諸
港
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
こ
れ

ら
の
諸
港
か
ら
御
用
船
や
密
貿
易
船
が
、
大
島
、
琉
球
、
大
坂
、
江
戸
、
芸
州
、
肥
前
、
肥
後
、
日
向
、
北
海
道
ま
で
盛
ん
に
往
来
し
、

南
九
州
の
海
上
交
通
は
史
上
未
だ
嘗
て
な
い
盛
況
を
呈
し
た
。
中
で
も
山
川
の
発
展
は
著
し
く
、

⑫
「
毎
年
十
月
頃
か
ら
三
月
頃
ま
で
の

山
川
港
は
、
三
島
よ
り
運
送
し
て
来
た
砂
糖
を
番
所
に
於
い
て
検
査
の
後
、
各
自
船
は
北
海
道
大
坂
方
面
に
向
け
出
帆
し
た
」

@ .. 
山
J 1I 

港
は
帆
前
船
が
琉
球
、
大
島
航
路
在
服
の
際
何
十
般
と
な
く
こ
と
に
寄
港
し
て
い
た
の
で
実
に
賑
や
か
で
あ
っ
た
」
と
い
う
如
き
状
態
で

あ
っ
た
。
こ
の
南
九
州
の
海
上
交
通
は
大
島
の
砂
糖
や
密
貿
易
品
の
大
坂
等
へ
の
仲
継
を
主
に
、

そ
れ
に
藩
内
商
品
作
物
の
搬
出
が
加
わ
っ
て
成

立
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
む

ナ

び

わ
が
国
の
対
外
交
通
は
、
最
初
の
北
路
経
由
か
ら
南
路
経
由
に
変
り
、
こ
れ
が
幕
末
ま
で
わ
が
対
外
交
通
の
主
流
を
な
し
た
。
こ
れ
に

対
し
南
島
路
が
如
何
な
る
場
合
に
、
如
何
な
る
形
態
で
活
動
す
る
か
が
、
南
九
州
の
海
上
交
通
の
性
格
を
さ
め
る
基
本
と
な
る
。

ー
、
華
南
や
南
海
に
対
し
て
は
位
置
が
よ
い
か
ら
、
わ
が
対
外
活
動
の
対
象
が
中
世
以
来
華
南
、
南
海
方
面
に
及
ぶ
様
に
な
る
と
大
な

り
小
な
り
の
活
動
を
し
た
(
北
に
あ
る
場
合
は
そ
の
活
動
は
特
殊
的
で
あ
る
)

0

2
、
し
か
し
そ
の
活
動
は
経
済
の
発
達
が
お
く
れ
、

ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
も
な
い
た
め
寄
港
地
か
、
仲
継
貿
易
地
と
し
て
の
色
彩
が
強
か

っ
た
。



3
、
南
九
州
に
政
治
勢
力
が
出
来
、
特
に
幕
末
の
様
に
強
力
な
政
治
力
が
発
揮
さ
れ
る
と
、
そ
の
不
利
な
条
件
を
克
服
し
て
可
成
り
発

展
を
み
た
。

4
、
そ
れ
は
南
国
的
位
置
と
、
南
海
に
対
す
る
政
治
力
の
強
さ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
た
全
く
領
民
経
済
を
無
視
し
た
領
主

的
な
'
も
の
で
あ
っ
た
。

文

献

南九州の海上交通の性格

①
森
克
己
、
澄
唐
使
。

②
主
と
し
て
木
宮
泰
彦
、
日
華
文
化
交
流
史
に
よ
る
。

①
木
宮
前
掲
書
④
宝
徳
三
年
五
号
船
で
参
加
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
中
止
さ
れ
た
。
天
文
年
間
に
薩
摩
船
が
加
わ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
(
県
史
)

①
琉
球
関
係
は
主
に
虎
頭
民
雄
、
沖
縄
県
の
歴
史
に
よ
る
o

①
⑦
③
①
⑩
@
⑫
県
史
一
巻
、
ニ
巻

⑬
山
本
弘
文
、
薩
藩
天
保
改
革
の
前
提

⑮
原
口
虎
雄
薩
藩
封
建
社
会
の
構
造
に
関
す
る
考
察
。
薩
藩
郷
土
生
活
の
経
済
的
基
礎

⑮
⑮
昇
曙
夢
大
奄
美
史

③
宮
本
多
親
字
、
本
国
私
考

⑬
温
故
知
新
斎
古
来
の
沖
縄
と
鹿
児
島

⑬
⑫
⑧
海
ト
ム
王
浜
崎
太
平
次
伝

@
前
掲
、
古
来
の
沖
郷
と
鹿
児
島

⑫
⑧
前
掲
、
海
上
王
浜
崎
太
平
次
伝

日
本
文
化
史
大
系
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東
恩
納
寛
惇
琉
球
の
歴
史

辻
善
之
助
海
外
交
渉
更
話

岩
生
成
一
朱
印
船
貿
易
史

岩
倉
市
郎
薩
州
山
川
ば
い
船
開
室
岡

横
山
健
堂
薩
摩
と
琉
球

伊
地
知
貞
馨
沖
縄
士
山

ジ
ョ
ー
ジ
・

H
・
カ
l
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琉
球
の
歴
史

、ず




